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3 コンプライアンス委員会の活動について
過去の栄光はアルバムの中へ。

未来へつながる新しいジュニアバレーヘ！

屋
0トラブルを未然に防ぎ、 選手も指導者もそして組織も守る。
0子どもたちが安心して楽しくバレーボールができる環境づくりに貢献する。
〇心身の発育段階を逸脱した指導には、 各都道府県／」＼連と連携し、 厳正に対応する。
0コンプライアンス委員会委員長会議を開催し、 共通理解をはかる。

屋0コンプライアンス委員会（年間3~5回 オンライン開催含む）
0全国コンプライアンス委員会委員長会議の開催

屋0コンプライアンス委員会ブック（日 l」＼連 共育ブック） 作成
〇各都道府県でのコンプライアンス研修会開催時に参者になる資料作り冊子及び
パワーポイント資料
0コンプライアンス委員会処分段階表の見直し
〇報告書様式の見直し
〇要請があれば近県へ出向き、 講習会を開催し、 都道府県／」＼連とともに今後の方向性を者える。
〇啓発運動
•各都道府県ホームページ・トップヘの掲示要請
•各都道府県大会プログラム冊子への掲載要請

「ハートフルセブン①～⑦」（「表3」の一般表記）

「バレーボールは楽しく美しくかっこよく！」
（日小連ホームページよりダウンロー ド）

0選手も指導者も、 以下について学ぶ（知る）機会を増やす
◆言葉の力の大きさを知る！
幼少期の言語環境が、 その後の児童の言語環境を大きく左右する。
幼少期に受けた厳しい叱責は、 脳にダメージが残るという研究報告多数。

◆指導者は教育者
「保護者は、 競技や指導者の競技指導力以上に、 練習環境及び指導者やチームの教育力を重視して
子とものスポーツを選択する傾向にある。」

◆楽しいバレーボールに
※大会でのとなり声や指導者の横柄な態度等は、 保護者の競技への嫌悪感を増幅させる。
※子どもの学校での学習環境を知る（多忙・集中力要求）。 放課後は心身のリラックス・リフレッ
シュが欠かせない状況にある。 ※保護者の労働環境も同じ
※厳しいチーム作りより楽しいチーム作りが難しい。 楽しい大会作りが大事。
大会の質向上に向けだ努力は今後も怠る事はできない。
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Wikipedia より

中心溝

外側溝 後頭前切痕

頭頂後頭溝
前頭葉

側頭葉

頭頂葉

後頭葉

小脳

脳幹

前頭前野
人間らしく生きることに

関係する

聴く力に
関係する

触れる・味わう
力に関係する

見る力に
関係する
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カステラ

他のマーモセット
自分　うまそうな顔をしているな

カステラミラーニューロン
カステラミラーニューロン

嬉しい顔

嬉しい顔ミラーニューロン

ミラーニューロン

ミラーニューロン
笑いは伝染する

連合
連合
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《　ハートフルセブン‼　　―　夢実現への第一歩　―　》

①   夜の刺激をおさえて ぐっすりすいみん
                                      〈早寝・早起き・朝ごはん〉
②   あいさつ運動　　　　  『　オアシス運動　』
③   美しい言葉つかい　　  『　respect language 』
      『　時　T　・　場所　P　・　機会　O　に応じ
    　　それにふさわしい敬語を自在につかえる　 』
④   マナーUP運動　　　　『　温かいふるまいに心がける　』
⑤   グッドポイント発見　　 『　友だちのよい所を見つける　』
⑥   アンガーマネジメント   『　いかりをコントロール　』
⑦   ポジティブトーク(ペップトーク)でしめくくる
　　　　　　　　　　　　  『　前向き発言　＋　笑顔　』
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